







Development of independent mobility in Japanese children from preschool years  
to middle childhood (6 to 12 years) and related factors
KOJIMA, Yasuo (School of psychology, Chukyo University)
 An online questionnaire study was conducted to explore developmental changes in children’s independent 
mobility and the factors that contributed to individual differences for 298 Japanese mothers with children aged 
6–12 years. The mothers answered questions regarding how often their children went to and from school, visited 
the homes of their friends, went to parks or playgrounds in their neighborhood, and went to take some kinds of 
lesson on their own. The mothers also responded to questions on whether their children had gone to a hospital, 
barber, or convenience store by themselves. The independent mobility of the 2nd- to 4th-graders was related to 
whether they were allowed to use a cellphone and carry a house key. The factors associated with the relationships 
between the independence of the children and various items such as a bicycle, cellphone and house key are 
discussed.





















































も研究が行われてきた（Fyhri et al., 2011; Hillman, 
Adams, & Whitelegg, 1990; Lynch, 1977; Van der 









et al., 2000; Schoeppe et al, 2016; Shaw et al, 2013; 





むほか（Stone et al., 2014），深刻な健康問題につな
がっているという指摘がある（Carver et al., 2008; 
Daly-Smith et al., 2010; Davison, Werder, & Lawson, 







































の 二 つ で あ る（Janssen, Ferrao, & King, 2016; 
Lopes, Cordovil, & Neto, 2014; Prezza et al., 2005）。
実際，親が近隣を安全と感じているかどうかの認知
が子どもだけでの移動や活動に影響を及ぼしている








































関連も指摘されている（Dorianda & Kinoshita, 
2011）。また家のカギを所持して外出することが認
められているかどうかは，親による子どもへの信頼














































































































































































り が あ り（ そ れ ぞ れχ2 (6) = 53.08, p ＜ .001, χ2 
(6) = 23.64, p = .001），残差分析の結果，コンビニに
関しては幼稚園／保育所，小１，小２では「経験な
し」が有意に多く（幼稚園／保育所：p ＜ .001，小
１：p ＜ .01，小２：p ＜ .05），小５，小６では「経
表１．登園（登校）／降園（下校）の手段
登園（登校）の仕方 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
親（祖父母）が送る 21 10 12 8 7 6 2
スクールバスを利用する 11 10 4 3 2 2 2
集団登園（登校）する（大人同伴） 1 1 3 4 3 0 3
集団登園（登校）する（大人不在） 2 12 17 16 15 16 15
一人で登園（登校）する 0 8 12 12 9 22 19
その他 0 1 2 1 1 1 2
降園（下校）の仕方 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
親（祖父母）が迎えに行く 21 11 13 9 6 6 1
スクールバスを利用する 11 9 5 2 2 2 2
集団降園（下校）する（大人同伴） 1 1 3 1 3 0 2
集団降園（下校）する（大人不在） 0 9 11 12 11 7 10
一人で降園（下校）する 2 11 16 19 14 32 27
その他 0 1 2 1 1 0 1
表２．主要な場所への子どもだけでの移動の頻度
友達の家へ行く 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
週に３回以上 0 0 2 5 6 3 2
週に1–2回 6 7 12 8 5 16 11
月に2–3回 0 2 6 8 5 6 7
月に１回程度 0 2 4 6 5 4 6
月に１回未満 5 6 7 4 6 12 11
一度もなし 24 25 19 13 10 6 6
近隣の公園・グラウンドへ行く 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
週に３回以上 0 1 3 3 4 2 2
週に1–2回 2 5 8 9 8 10 9
月に2–3回 0 3 9 3 5 4 5
月に１回程度 0 3 0 4 4 12 5
月に１回未満 3 8 11 9 3 10 12
一度もなし 30 22 19 16 13 9 10
習い事・塾等へ行く 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
週に３回以上 0 3 1 3 5 10 8
週に1–2回 2 9 7 8 8 14 12
月に2–3回 0 0 5 3 2 3 0
月に１回程度 0 1 3 1 1 2 1
月に１回未満 1 0 2 5 3 6 6

















が認められ（χ2 (6) = 61.40, p ＜ .001），残差分析の
結果，幼稚園／保育所と小１では，自転車での外出
が有意に少なく（いずれも p ＜ .001），小５，小６
では自転車での外出が有意に多いことが明らかと
なった（いずれも p ＜ .001）。家のカギを所持して
外出する子どもの割合も，学年の上昇とともに緩や
かに上昇した。χ2検定を行ったところ，分布には
偏りがみられ（χ2 (6) = 66.81, p ＜ .001），残差分析
の結果，幼稚園／保育所，小１，小２ではカギを所
持して外出する子どもが有意に少なく（幼稚園／保
育所と小１：ps ＜ .001，小２：p ＜ .01），小５，小
６ではカギを所持して外出する子どもが有意に多
かった（いずれも p ＜ .001）。キッズ携帯の所持は，
小１から小２にかけて顕著に増加し，その後も学年
の上昇とともに増加した。学年ごとの分布をみたと
ころ，偏りは有意で（χ2 (6) = 29.25, p ＜ .001），残
差分析の結果，幼稚園／保育所では所持が有意に少













一人で病院へ出かける 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
経験あり 1 1 3 4 2 3 2
経験なし 34 41 47 40 35 44 41
一人で散髪へ行く 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
経験あり 0 1 2 3 4 7 5
経験なし 35 41 48 41 33 40 38
一人でコンビニへ行く 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
経験あり 3 8 13 15 20 32 26
経験なし 32 34 37 29 17 15 17
一人で電車・バス等で出かける 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
経験あり 1 3 3 4 5 14 11
経験なし 34 39 47 40 32 33 32
表４．自転車での外出・家のカギを所持しての外出・キッズ携帯の所持
自転車での外出 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
自転車に乗れない 5 9 9 7 2 1 1
自転車で外出しない 23 23 19 13 12 9 6
自転車で外出する 7 10 22 24 23 37 36
家のカギを所持して外出 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
カギ携帯での外出なし 31 34 36 23 17 14 9
カギ携帯での外出あり 4 8 14 21 20 33 34
キッズ携帯 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
所持していない 35 40 39 31 25 29 29


















な偏りがあり（χ2 (6) = 53.05, p ＜ .001），残差分析
の結果，幼稚園／保育所，小１では「（４項目の）
いずれの経験もなし」が有意に多く（幼稚園／保育
所：p ＜ .001，小１：p ＜ .01），小５，小６では少
なくとも一つは経験がある子どもが多かった（いず




































第１軸 －.03 －1.14 2.53 1.38
第２軸  .77 －1.31 －.88 －1.37









































クラスタ 幼稚園／保育所 小1 小2 小3 小4 小5 小6
１ 3 8 13 15 20 32 26
２ 2 10 10 8 6 7 9
３ 5 1 2 5 3 2 2
４ 3 5 13 7 2 4 2
表７．学年ごとのカテゴリカル回帰分析の結果
小学校2年生 小学校3年生 小学校4年生
カテゴリ 度数 数量化 カテゴリ 度数 数量化 カテゴリ 度数 数量化
クラスタ クラスタ クラスタ
第１クラスタ 13  .82 第１クラスタ 15 1.16 第１クラスタ 20  .74
第２クラスタ 10 －1.46 第２クラスタ 8 －.87 第２クラスタ 6 －1.35
第３クラスタ 2 －1.46 第３クラスタ 5 －.87 第３クラスタ 3 －1.35











自転車で外出する 22  .85 自転車で外出する 22  .77 自転車で外出する 23 －.59
家のカギを所持して外出する 家のカギを所持して外出する 家のカギを所持して外出する
経験なし 25 －.72 経験なし 14 －1.23 経験なし 13 －1.18
経験あり 13 1.39 経験あり 21  .82 経験あり 18  .85
キッズ携帯 キッズ携帯 キッズ携帯
所持していない 27 －.64 所持していない 23  .72 所持していない 20 －.74
所持している 11 1.57 所持している 12 －1.38 所持している 11 1.35
最も近い公園・グラウンドまでの距離 最も近い公園・グラウンドまでの距離 最も近い公園・グラウンドまでの距離
子どもの足で徒歩5分圏内 23  .81 子どもの足で徒歩5分圏内 21 －.82 子どもの足で徒歩5分圏内 18 －.85





df F 値 p 値
ベータ 標準誤差
小学２年生
公園・グラウンドまでの距離  .33  .17 1 3.78  .06
キッズ携帯の所持  .27  .13 1 4.50  .04
小学３年生
公園・グラウンドまでの距離  .37  .16 1 5.54  .03
自転車での外出  .02  .13 1  .03  .87
家のカギを所持しての外出  .37  .18 1 4.28  .05
キッズ携帯の所持  .07  .13 1  .26  .62
小学４年生
公園・グラウンドまでの距離  .00  .12 1  .00  .98
自転車での外出  .02  .13 1  .01  .91
家のカギを所持しての外出  .42  .18 1 5.43  .03












が有意であることが確認された（小２：多重 R = .51, 
調整済み R2 = .17, F (4,33) = 2.91, p = .036，小３：多
重 R = .52，調整済み R2 = .17, F (4,30) = 2.73, p = .048，
































































































































































































































































































































































んどない（例外として，Ayllón et al., 2019; Brockman, 
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